
珈　

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
と
い
え
ば
日
本
軍
が
モ
ン
ゴ
ル

（
外
蒙
古
）
国
境
で
ソ
連
に
惨
敗
し
た
昭
和
史
の
汚
点

の
一
つ
だ
が
、
多
く
の
人
の
知
識
は
そ
の
辺
ま
で
だ
ろ

う
。
田
中
雄
一
『
ノ
モ
ン
ハ
ン　
責
任
な
き
戦
い
』（
講

談
社
現
代
新
書
、
９
９
０
円
）
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル

を
放
送
す
る
た
め
１
年
か
け
て
取
材
し
た
記
録
を
も
と

に
、
番
組
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
。
た

め
に
事
実
の
積
み
重
ね
は
迫
力
十
分
で
あ
る
。

　

現
地
取
材
、
ソ
連
側
資
料
の
渉
猟
、
旧
関
東
軍
兵
士

へ
の
聞
き
取
り
、
佐
官
た
ち
の
言
動
の
深
掘
り
な
ど
に

よ
り
、
事
件
（
実
際
は
日
ソ
戦
争
）
の
全
貌
が
明
ら
か

に
さ
れ
る
。
辻
政
信
は
じ
め
関
東
軍
と
東
京
の
両
方
の

参
謀
の
無
責
任
さ
、
日
米
戦
と
同
じ
彼
我
の
戦
力
差
の

無
視
、
そ
し
て
戦
略
性
の
な
い
「
全
く
無
駄
な
戦
争
」

（
旧
軍
人
の
証
言
）。
も
う
過
去
の
こ
と
だ
と
軽
ん
ず
る

の
は
間
違
い
だ
。
失
敗
が
繰
り
返
さ
れ
な
い
保
証
は
な

い
。
昭
和
史
の
重
み
を
知
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ

り
、
か
つ
読
み
物
と
し
て
も
十
分
に
堪
能
で
き
る
。

玳　

ミ
ー
ゼ
ス
、
ハ
イ
エ
ク
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
共

通
点
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
派
の
拠
点
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学

を
卒
業
し
た
こ
と
だ
が
、
そ
の
後
は
違
っ
た
道
を
歩
ん

だ
。
ミ
ー
ゼ
ス
と
ハ
イ
エ
ク
は
マ
ル
経
華
や
か
な
り
し

頃
は
保
守
派
と
し
て
評
価
は
低
か
っ
た
が
、
ノ
ー
ベ
ル

賞
を
受
賞
し
た
ハ
イ
エ
ク
は
一
気
に
人
気
化
し
て
『
隷

属
へ
の
道
』
は
広
く
読
ま
れ
た
。
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
は

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
ば
か
り
有
名
に
な
っ
た
。
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根
井
雅
弘
『
資
本
主
義
は
い
か
に
衰
退
す
る
の
か
』

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
１
５
４
０
円
）
は
３
人
の
経
済
思
想

を
解
き
明
か
し
世
界
史
の
中
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
個

性
あ
ふ
れ
る
３
人
は
分
配
、
独
占
、
資
本
主
義
、
自
由

主
義
、
市
場
な
ど
で
各
様
に
独
創
的
な
見
解
を
主
張
し

続
け
た
。
そ
し
て
民
主
主
義
や
市
場
原
理
主
義
、
独
禁

政
策
な
ど
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
彼
ら
の
主
張
が
ど
の

よ
う
に
影
響
力
を
発
揮
し
た
の
か
、
し
う
る
の
か
、
と

い
う
興
味
深
い
議
論
へ
と
本
書
は�
誘�
う
。
新
古
典
派
総

い
ざ
な

合
に
お
け
る
「
混
合
経
済
論
」
と
の
資
本
主
義
論
争
は

い
か
に
決
着
す
る
の
か
も
楽
し
み
な
論
点
で
あ
る
。

珎　

プ
ロ
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
、
バ
ス
ケ
の
Ｂ

リ
ー
グ
。
地
域
と
密
着
す
る
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
こ
そ
が

地
域
活
性
化
の
カ
ギ
を
握
る
、
と
橘
木
俊
詔
『「
地
元
チ

ー
ム
」
が
あ
る
幸
福
』（
集
英
社
新
書
、
８
８
０
円
）

は
主
張
す
る
。
確
か
に
人
気
チ
ー
ム
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま

な
需
要
が
引
き
起
こ
さ
れ
て
地
元
が
潤
い
始
め
る
の
が

理
想
だ
ろ
う
。
そ
の
点
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
一
極

集
中
を
推
進
す
る
だ
け
功
よ
り
罪
の
ほ
う
が
大
き
い
と

い
う
主
張
は
も
っ
と
も
だ
。
ラ
グ
ビ
ー
も
代
表
チ
ー
ム

の
大
活
躍
で
終
わ
ら
ず
こ
の
先
、
地
域
チ
ー
ム
対
抗
の

盛
り
上
が
り
に
つ
な
が
ら
な
け
れ
ば
も
っ
た
い
な
い
。

玻　

峯
村
健
司
『
潜
入
中
国
』（
朝
日
新
書
、
８
９
１

円
）
は
中
国
当
局
か
ら
監
視
さ
れ
な
が
ら
朝
日
新
聞
特

派
員
が
中
国
各
地
を
取
材
し
て
回
っ
た
記
録
。
こ
こ
ま

で
入
り
込
む
の
は
大
変
な
こ
と
だ
と
感
服
す
る
。
空
母

建
造
現
場
潜
入
や
北
朝
鮮
国
境
探
策
、
隠
密
取
材
に
よ

る
人
民
解
放
軍
の
実
態
調
査
な
ど
、
捕
ま
れ
ば
命
の
保

証
も
な
い
。
た
だ
し
、
今
は
こ
こ
ま
で
や
る
こ
と
は
と

う
て
い
無
理
な
話
だ
そ
う
で
あ
る
。�
�
��（
浅
野　
純
次
）
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